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１．はじめに 

偉大な看護研究者であり看護理論家であるヘ

ンダーソンが「看護の基本となるもの」において

「患者の口腔内の状態は看護ケアの質を最もよ

く表すもののひとつである」1)と述べているよう

に、口腔内へのケアは看護師が行う大事な看護技

術として位置づけられている。しかし、コロナ禍

以降、感染の危険から、学生相互の技術演習がで

きないなど看護学士課程での口腔ケア教育の難

しさが報告されている 2)。 

A大学では、大学で看護学を学ぶ学生(以下、看

護大学生)を対象に、口腔保健行動についての認

識・関心等と臨地実習での体験についての調査を

2016 年から毎年、実施している。 

本研究の目的は、2024 年度の 4 年次看護大学

生の口腔保健行動と口腔ケアへの知識・関心、臨

地実習での体験の実態を前年度(2023 年度)およ

びコロナ禍前(2019年度)の同調査結果と比較し、

今後の教育への示唆を得ることである。 

２．方法 

1)調査対象者 
4 年制大学看護師養成課程に在学中で 2024 年

度の看護統合実習を履修した 4 年次学生である。 
2)調査方法 
看護統合実習の終了時の 2024 年 7 月に、自記

式無記名の質問紙調査を実施した。 
3)調査項目 

学生の「口腔保健行動や口腔内の状態(15 項目)」
は 2 件法(はい・いいえ)、「口腔ケアの知識(12 項

目)」と「口腔や口腔ケアへの関心(16 項目)」は 4
件法(とてもある・少しある・あまりない・全くな

い)/(とてもよく知っている・少し知っている・あ

まり知らない・全く知らない)で回答を得た。「大

学 4 年間の臨地実習での口腔ケアに関する体験

(18 項目)」は 3 件法(指導の下で実施・見学・見学

も実施もなし)で、口腔ケアへの自己の取組の状

況については 4 件法(積極的、やや積極的、やや

消極的、消極的)で評価し、やや消極的・消極的と

評価した場合にはその理由を 4 件法(とてもあて

はまる/ややあてはまる/あまりあてはまらない/
全くあてはまらない)で回答を得た。臨地実習で

の学びや感想は自由記述で回答を得た。 
4) 分析方法 

2024 年度と前年度(2023 年度)およびコロナ禍

以前(2019 年度)等、2 群間の割合の比較は Fisher
の正確確率検定を用いた。統計解析は、IBM SPSS 
Statistics 25.0J for Windows を使用し、有意水準は

5%とした。自由記述は意味内容ごとに整理した。 
5) 倫理的配慮  

研究参加は自由意思とし、参加の有無が成績等

には関係しないこと等を口頭と文書で研究協力

者に説明した。本研究は所属施設の研究倫理審査

委員会の承認を得て実施した(承認番号 2329-9)。 
３．結果 

2024 年度は 59 名の協力が得られた(回収率

78％)。口腔保健行動では自分の口腔内の観察 42
名(71％)で、2023 年度(52 名〔87%〕)と比べると

有意に少なかった(p=0.045)が 2019 年度(49 名

〔80%〕)とは有意な差はなかった。歯 1 本ずつの

歯磨き 49 名(83％)、歯と歯肉の境目の歯磨き 57
名(97％)、歯科用フロスの使用 16 名(27％)、歯科

健診の受診 25 名(42％)、矯正歯科治療中/経験有

21 名(36％)、歯みがき指導を受けた経験有 34 名
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(58％)で、2019 年度および 2023 年度との有意な

差はなかった。口腔内の状態は、歯みがき時の出

血 18 名(31％)、口腔内の痛み 4 名(7％)で 2019 年

度および 2023 年度との有意な差はなかった。 
歯の健康への興味は、とてもある 14 名(24%)、

少しある 34 名(52%)で 2019 年度および 2023 年度

との有意な差はなかった。

口腔ケアの知識で、知らない(全く知らない・あ

まり知らない)と答えた割合が高かった項目は、

義歯の保管は水を張った容器で行う、口腔内の観

察時にはペンライトなどを用いて明るく照らす

であった。口腔ケアは誤嚥性肺炎の予防に繋がる、

口腔ケアは全身状態の改善に繋がる等のその他

の項目は知っていると答えた割合が高く、2019 年

度および 2023 年度との有意な差はなかった。 
臨地実習での口腔ケア体験で、歯みがきは指導

の下で実施７%・見学 44％・実施も見学もなし

49％で、2019 年度と比べると指導の下での実施

の割合が少なかった (p<0.001)(図)。義歯の清掃は

2％・29％・69％、舌ケアは 3％・36％・61％で、

2019 年度と比べると指導の下での実施の割合が

少なかった (p=0.001, p<0.001)。口腔内の観察は

22%・39%・39%で、2019 年度と比べると指導の

下での実施の割合が少ない(p=0.014)が、2023 年度

と比べると見学の割合が多かった (p＝0.009)。口

腔内保湿は 5%・39%・56%で、2023 年度と比べ

ると見学の割合が多かった (p<0.001)。なお、そ

の他の項目は 2023 年度、2019 年度の間で有意な

差はなかった。

口腔ケアへの取組みの自己評価は、積極的 5％、

やや積極的 44%、やや消極的 36%、消極的 15%
で、2023 年度および 2019 年度との有意な差はな

かった。消極的・やや消極的と評価した理由は、

多い順から実習時間に口腔ケアがなかった 84%、

他に優先するケアがあった 81%、口腔ケアを行う

必要がなかった 81%、口腔ケアの技術が不足して

いた 81%であった(複数選択可)。 
自由記述は「保健師課程の実習で口腔の健康教

育を行い、看護統合実習でその評価を行えた」「感

染予防や生活の質の向上のために口腔ケアが大

切だと思った」などがあった。

４．考察 

2024 年度 4 年次学生は 3 年次の領域別実習時

に新型コロナウイルス感染症が 5 類感染症に移

行したため、実習での制限の大幅な緩和があった

学年である。学生自身の口腔保健行動や関心・知

識などは 2023 年度、2019 年度と大きな差はなく、

コロナ禍の影響は少なかったことが推測される。

臨地実習での体験は 2019 年度と比べ、指導の下

での実施の割合は少ないが、2023 年度と比べる

と見学の割合が増加しており、制限緩和の影響が

考えられる。臨地実習では、生命に直結する問題

解決が優先され、2019 年度の口腔ケア体験も多

くなかった。しかし、臨地場面で看護師は、化学・

放射線療法中、人工呼吸器装着中、在宅療養中の

方などの高度な口腔ケアに携わっている。学生が

対象者の日常生活支援の中での口腔への看護の

意義や技術の実際を具体的な場面を捉えて学べ

る支援が必要と考える。また、知らないと答えた

割合が高かった口腔内の観察方法は自分の口腔

内の観察時にペンライトを用いて体感するなど

の学習支援により、理解しやすくなると考える。

学生が口腔の重要性を看護の視点で理解でき、看

護援助の実施に必要な技術習得ができるために、

看護教育の中で、習得すべき口腔に関連する技術

項目や到達度の検討も今後、必要となると考える。 
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